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 毎年秋の恒例イベント「金澤町家巡遊」、今年は夏の開催となりました。 

今回は「町家の夏休み」と題し、子どもたちに町家に親しんでもらえるような「謎解き」や 

「自由研究」ワークショップなど企画し 7 月 28 日（金）～30 日（日）の 3 日間の日程で開催 

しました。2024 年 4 月にオープン予定の「どんぐり倶楽部」（東山 2 丁目）を拠点に、職人の 

レクチャーによるワークショップや町家紙芝居、町家箱作りのほか、東山の町並みや卯辰山の 

眺望を楽しむツアー、界隈にある町家を活用したショップによる特別メニューの提供など、猛 

暑の中での開催でしたが、子どもはもちろん老若男女、多くの方に楽しんでいただきました。 

町家巡遊サイト http://kanazawa-machiya.net/mj/now/ 

■拠点町家「どんぐり倶楽部」（東山 2 丁目） 

 今回、特別に拠点町家としてお借りすることができ、「謎解き」のスタートとゴー 

ル、ワークショップの会場、町家箱づくりなど行いました。期間中は改修設計された 

武藤建築士（むとう設計代表）による建物解説や、奥村設計室の奥村さんによるお花 

や掛け軸など拝見し、近隣にお住まいの方などが多く訪れてくださりました。今後の 

町家の活用が楽しみですね。 

 また、金澤町家研究会が制作した紙芝居『タロウとサクラの金澤町家ぐらし』を 

どんぐり倶楽部の新垣りかさんに口演いただき、子供たちも楽しそうにお話しを聞い 

てくれました。 

■東山謎解き散歩 

 別院通りにある人気のカフェ「ミステリーカフェ謎屋珈琲店」の協力により、町家 

にまつわる「謎解き」を作っていただきました。どんぐり倶楽部で謎解きキットを購 

入し、東山界隈の謎スポットを 5 箇所巡って謎解きに挑戦。問題のレベルはやや難し 

そうに思いましたが、頭の柔らかい子どもたちの方が正解率が高かったようです。 

今回新たな試みで、町家好き以外の謎解き好きも参加してくださり、町家について 

楽しみながら知っていただく機会になったと思います。 

■朝の遠足・夜の遠足 

 夏の開催のため、恒例のまち歩きツアー企画は早朝および夜に開催しました。 

朝の遠足は「眺望点を巡る」「古地図でたどる東山の大地と水」「卯辰山の日陰を歩 

く」3 つのツアーを企画しました。ガイドの案内で時折日陰で休憩を挟みながら、ツ 

アーの最後および途中には町家を活用した飲食店の朝食やお弁当を楽しみました。 

 夜の遠足は、東山界隈を歩いた後、「ひがし藤とし」にて一献。風情がありました。 

■夏休みの自由研究 

 普段、レクチャーを受けることの難しい職人さんが直々に指導くださり、子どもの 

夏休みの自由研究にもなるよう、庭師さんによる「関守石作り・竹箒作り」、表具師さ 

んによる「障子の石垣張り」体験、加賀友禅作家さんによる「加賀友禅染め」体験や 

家具職人による木製「ふでばこ作り」など、子どもはもちろん大人も楽しめる企画と 

なりました。 

 

 猛暑の中での開催でしたが、ご協力くださったみなさま、地域のみなさまに感謝申し上げます。 

金澤町家だより    【第 46 号】 
2023.8 

■金澤町家巡遊 2023「町家の夏休み in東山」開催しました 

 

「どんぐり倶楽部」外観 

イベントガイド表紙 

武藤建築士による解説 

紙芝居の口演の様子 

朝の遠足の様子 

ワークショップの様子 

http://kanazawa-machiya.net/mj/now/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ＮＰＯ法人 

金澤町家研究会 

 

【お問い合わせ】 事務局 

〒920－0854 金沢市安江町 4番 20号 

Tel.076-254-0647／fax.076-254-0657 

E-mail kanazawa-machiya@nifty.com http://kanazawa-machiya.net 

《このコーナーでは、金沢市以外の歴史的町並みやそこでのまちづくり活動を紹介していきます。》 

谷中地区は戦時中に空襲にあったが比較的被害が小さく、今でも木造 

の建物や路地が残り、昔懐かしい生活が息づいている。谷中銀座商店街 

は昭和レトロの雰囲気を感じさせる店が残り、今では国内外から多くの 

人が訪れるまちになっている。 

 NPO 法人たいとう歴史都市研究会はそのような歴史的資産を生かし、 

いくつかの建物を借りて活用するなど、地域とともに歴史まちづくりに 

奮闘されている。2017 年 6月の当研究会総会時に理事長の椎原晶子氏に 

講演いただいたが、「『ふるさと』を感じられるようなまちにしたい」と 

熱く語っておられた。 

 今は伝建地区指定を目指しているが、約 70 の寺院があることから「寺 

町台伝建地区が参考例になるのでは」とのことで、6 月に谷中で開催され 

た、全国町並み保存連盟主催のシンポジウム「これからの歴史まちづくり 

を考える」で紹介させていただいた。しかし、地区に都市計画道路が計画 

されていること、すでに多くのマンションなどがあり、かなり困難が予想 

される。今後も交流し、示唆し合いたいと願っている。（川上） 

 

■町並み＆まちづくり拝見・第 1回「東京・台東区谷中地区」 

■令和 5年度（2023年度）定期総会が開催されました 

 6 月 17 日（土）、令和 5 年度定期総会を開催しました。今回は、彦三町家にて集 

会形式での総会とし、研究会活動報告も行いました。 

■令和 5 年度 特定非営利活動法人金澤町家研究会定期総会議決結果 

日時：令和 5 年 6 月 17 日（土）15：00-15：30 

場所・方法：彦三町家（金沢市安江町 4-20）、テレビ会議システム 

正会員総数：32 名／本人出席 6 名、テレビ会議システムによる参加 1 名、 

委任状による出席 7 名、書面による表決 6 名、計 20 名（議決権総数の 2 分の 1 以上） 

議案 第１号議案 令和 4 年度事業報告について          賛成 20 名、反対 0 名 

    第２号議案 令和 4 年度収支報告および監査報告について   賛成 20 名、反対 0 名 

    第３号議案 令和 5 年度事業計画案について         賛成 20 名、反対 0 名 

    第４号議案 令和 5 年度収支予算計画について        賛成 20 名、反対 0 名 

    第５号議案 任期満了による役員選任案について       賛成 20 名、反対 0 名 

結果 すべての議案について、満場異議なく議案のとおり可決されました。 

■紙芝居「タロウとサクラの金澤町家ぐらし」を制作しました 

 子ども達にも金澤町家に関心を持ってもらおうと、紙芝居「タロウと

サクラの金澤町家ぐらし」を町家研が制作(文：川上光彦、絵：赤池佳

江子)。お父さんがデザイナーの家族が大都市から金沢に移住する家族

のお話しで、金澤町家で四季を感じながら、近所の人達と交流するもの

で、神社のお祭り、獅子舞、金澤町家を活用した「まちの広場」などに

よるストーリーが展開します。希望があれば出張して口演しますのでお

知らせ下さい。 

定期総会の様子 

http://kanazawa-machiya.net/

